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令和８年度　大分大学２次試験前期日程 (数学問題)

理工・経済・教育・医学部　令和8年2月25日

• 理工学部　 1 2 3 4 数 I・II・III・A・B・C (100分)

• 経済学部　 1 2 3 数 I・II・A・B・C (80分)

• 教育学部　 2 3 5 数 I・II・A・B・C (80分)

• 医学部　 2 3 4 数 I・II・III・A・B・C (80分)

1 三角形ABCの重心をGとし，~a =
−→
GA，~b =

−→
GB，~c =

−→
GCとおく．

(1) ~aを~bと~cを用いて表しなさい．

(2) |~b| = |~c|のとき，~a·(~b−~c)を求めなさい．

(3) |~b| = |~c|のとき，|
−→
BA| − |

−→
CA|を求めなさい．

(4) |~a| = |~b| = |~c|のとき，三角形ABCはどのような形をしているかを述べ，
それが正しいことを示しなさい．

2 自然数nに対し，
(
2n − 1

2

)
以上

(
2n+2 − 1

4

)
以下の自然数の個数を anとする．

(1) a3を求めなさい．

(2) anを nを用いて表しなさい．

(3) Sn =
1

a1
+

2

a2
+

3

a3
+ · · ·+ n

an
とおく．このとき，Snを nを用いて表しな

さい．
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3 1枚の硬貨を投げるごとに，次の規則に従って数直線上を移動する点 Aを考
える．

• 点Aの座標が 0のとき，表が出れば正の方向に 1進み，裏が出ればそのま
ま動かない．

• 点Aの座標が 1，2または 3のとき，表が出れば正の方向に 1進み，裏が
出れば負の方向に 1進む．

• 点Aの座標が 0，1，2，3以外のとき，表と裏のどちらが出ても動かない．

ただし，硬貨の表裏が出る確率はそれぞれ
1

2
とする．最初に点Aが原点の位置

にあり，硬貨を k回投げたとき，上の規則に従って移動した点Aの座標をAk

とする (k = 1, 2, 3, · · · )．

(1) A6 = 4となる確率を求めなさい．

(2) A6 = 0となる確率を求めなさい．

(3) Ak 6= 0 (k = 1, 2, · · · , 5)かつA6 = 0となる確率を求めなさい．

4 自然数 nに対し，曲線 Cn : y = ex−nの，原点を通る接線を `nとする．また，
曲線Cn，接線 `n及び y軸で囲まれた図形をDnとする．

(1) 接線 `nの方程式を求めなさい．

(2) 図形Dnの面積を Snとするとき，
∞∑
n=1

Snを求めなさい．

(3) 図形Dnを x軸の周りに 1回転してできる回転体の体積を Vnとするとき，
∞∑
n=1

Vnを求めなさい．
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5 以下の各問に答えなさい．

(1) 方程式 |x− 2| = 3xを解きなさい．

(2) 2次不等式 x2 − 2mx +m + 2 > 0の解がすべての実数であるとき，定数
mの値の範囲を求めなさい．

(3) 放物線 y = x2−xと直線 y = x+3で囲まれた部分の面積Sを求めなさい．

(4) 0 < x < πのとき，方程式 sin x+ cos x = 1を解きなさい．
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解答例

1 (1) Oを始点としたとき
−→
OG =

−→
OA+

−→
OB+

−→
OC

3

−→
OA−

−→
OG+

−→
OB−

−→
OG+

−→
OC−

−→
OG = ~0

−→
GA+

−→
GB+

−→
GC = ~0

したがって ~a+~b+~c = ~0 よって ~a = −(~b +~c)

(2) (1)の結論から，|~b| = |~c|のとき

~a·(~b−~c) = −(~b+~c)·(~b−~c) = −|~b|2 + |~c|2 = 0

(3)

|
−→
BA|2 = |~a−~b|2 = |~a|2 − 2~a·~b+ |~b|2,

|
−→
CA|2 = |~a−~c|2 = |~a|2 − 2~a·~c+ |~c|2

上の 2式の辺々の差をとると

|
−→
BA|2 − |

−→
CA|2 = −2~a·(~b−~c) + |~b|2 − |~c|2

|~b| = |~c|および (2)の結論より |
−→
BA|2 − |

−→
CA|2 = 0

|
−→
BA| = |

−→
CA| よって |

−→
BA| − |

−→
CA| = 0

(4) (2)，(3)と同様に |~c| = |~a|のとき |
−→
CB| = |

−→
AB|

これと (3)の結論より，|~a| = |~b| = |~c|のとき

|
−→
AB| = |

−→
BC| = |

−→
CA|

よって，4ABCは正三角形である． �
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2 (1) a3は
(
8− 1

2

)
以上

(
32− 1

4

)
以下，すなわち，8以上 31以下の自然数の

個数であるから
a3 = 31− 8 + 1 = 24

(2) anは 2n以上 2n+2 − 1以下の自然数の個数であるから

an = (2n+2 − 1)− 2n + 1 = 3·2n

(3) (2)の結果から

Sn =
1

a1
+

2

a2
+

3

a3
+ · · ·+ n

an

=
1

3

(
1

2
+

2

22
+

3

23
+ · · ·+ n

2n

)
(A)

(A)の両辺に
1

2
を掛けると

1

2
Sn =

1

3

(
1

22
+

2

23
+

3

24
+ · · ·+ n− 1

2n
+

n

2n+1

)
(B)

(A)− (B)より

1

2
Sn =

1

3

(
1

2
+

1

22
+

1

23
+ · · · 1

2n

)
− n

3·2n+1

=
1

3
·
1
2

{
1−

(
1
2

)n}
1− 1

2

− n

3·2n+1

よって Sn =
2

3

(
1− 1

2n

)
− n

3·2n
=

2

3
−

n + 2

3·2n
�
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3 (1) 座標が 4になった時点でそれ以降の座標は 4であるから，初めて座標が 4

になったときの回数は 4，5，6回目のいずれかであり，回数ごとの座標の
推移を表にすると，次のようになる．

回数 1 2 3 4 5 6

4回 1 2 3 4 → →
5回 0 1 2 3 4 →
6回 0 0 1 2 3 4

6回 1 0 1 2 3 4

6回 1 2 1 2 3 4

6回 1 2 3 2 3 4

よって，求める確率は
(
1

2

)4

+

(
1

2

)5

+

(
1

2

)6

× 4 =
5

32

(2) 下の図のグラフの推移から，求める確率は 20

(
1

2

)6

=
5

16

1

1

2

1

1

3

3

1

1

6

4

4

10

10

20

座標

回数1 2 3 4 5 6

1

2

3

(3) 下の図のグラフの推移から，求める確率は 2

(
1

2

)6

=
1

32

1

1

1

1

2

2

2

座標

回数1 2 3 4 5 6

1

2

3

�



7

4 (1) Cn : y = ex−nより y′ = ex−n

Cn上の点 (t, et−n)における接線の方程式は

y = et−n(x− t) + et−n ゆえに y = et−n(x− t+ 1) · · · (∗)

これが原点Oを通るから

0 = et−n(−t+ 1) これを解いて t = 1

t = 1を (∗)に代入すると `n : y = e1−nx

O

y

x1

e1−n

Cn `n

Dn

(2) (1)の結果から

Sn =

∫ 1

0

ex−n dx− 1

2
·1·e1−n =

[
ex−n

]1
0

− 1

2
e1−n

=
1

2
e1−n − e−n =

(e − 2)e−n

2
,

∞∑
n=1

Sn =
e− 2

2
· e−1

1− e−1
=

e− 2

2
· 1

e− 1
=

e − 2

2(e − 1)

(3)

Vn = π

∫ 1

0

(ex−n)2 dx− 1

3
·π(e1−n)2·1 = π

∫ 1

0

e2x−2n dx− πe2−2n

3

=
π

2

[
e2x−2n

]1
0

− πe2−2n

3
=

π(e2 − 3)e−2n

6
,

∞∑
n=1

Vn =
π(e2 − 3)

6
· e−2

1− e−2
=

π(e2 − 3)

6
· 1

e2 − 1
=

π(e2 − 3)

6(e2 − 1)

�



8

5 (1) |x− 2| = 3x = 0より，x = 0に注意して

(i) 0 5 x < 2のとき

−(x− 2) = 3x これを解いて x =
1

2

(ii) x = 2のとき

x− 2 = 3x これを解いて x = −1 (不適)

(i)，(ii)より x =
1

2

(2) x2 − 2mx+m+ 2 > 0の解がすべての実数であるから，係数について

D/4 = (−m)2 − 1·(m+ 2) = m2 −m− 2 = (m+ 1)(m− 2) < 0

これを解いて −1 < m < 2

(3) 放物線 y = x2 − xと直線 y = x+ 3の共有点の x座標は

x2 − x = x+ 3 整理すると x2 − 2x− 3 = 0

ゆえに (x+ 1)(x− 3) = 0 これを解いて x = −1, 3

したがって，求める面積 Sは

S =

∫ 3

−1

{(x+ 3)− (x2 − x)} dx

= −
∫ 3

−1

(x+ 1)(x− 3) dx

=
1

6
{3− (−1)}3 =

32

3

(4) sinx+ cos x = 1 (0 < x < π)より

√
2 sin

(
x+

π

4

)
= 1 ゆえに sin

(
x+

π

4

)
=

1√
2

0 < x < πより，
π

4
< x+

π

4
<

5

4
πであるから

x+
π

4
=

3

4
π すなわち x =

π

2

�


